
 

令和5年4月19日 

国際課 南 

（087-832-3027 内線2657） 

 

世界を舞台に活躍する「KAGAWA アンバサダー」の委嘱式を行います 

 

このたび、本県にゆかりがあり、海外に在住、または主に海外で活躍されている方から選ばれた「KAGAWA

アンバサダー」13 名のうち、キャロル・ハルヨさん、楠川富子さん、小林純子さん、ジュリア・イニザン

さん、宗昂馬さん、難波修二郎さん、町田健司さんへの委嘱式を行います。なお、今回、ジュリア・イニ

ザンさん、難波修二郎さんはオンラインでご出席されます。 

 

１. 日時   令和5年4月24日（月）14時15分～ 

 

２. 場所   県庁本館11階 第3応接室 

 

３. 内容   委嘱状交付、記念品贈呈、歓談、記念撮影 

 

４. 委嘱者の略歴（50音順、敬称略） 

 

○キャロル・ハルヨ 

（フラ・パフォーマー） 

1999年、フラダンスを学ぶためにハワイへ移住。フラ界のW杯とも言われる大会で、団体戦で4年

連続優勝。現在はタレント業、TV や CM 等でフラ監修、フラ教室の展開、講師の育成等フラの普及に

尽力しているとともに、イベントオーガナイザーとしても活躍している。 

 

  ○楠川 富子（くすがわ とみこ） 

(ＮＧＯうどんハウス代表者) 

  綾歌郡綾川町出身。高松赤十字病院を定年退職後、2006年から通算4年半、JICAシニア海外ボラン

ティアとしてカンボジア国立小児病院で看護管理に従事。2015年カンボジアに移住し、翌年に現地NGO

を立ち上げ、子どもたちの健康と地域の福祉の向上に貢献している。 

 

○小林 純子（こばやし じゅんこ） 

（個人事業主） 

 丸亀市出身。報道関係の制作会社でスポーツ中継やニュースの仕事に携わった後、2007年より中国

に拠点を移す。北京五輪や上海万博といった大型イベント、輸入博などの取材活動を行う傍ら、上海

を中心にして、中国進出を希望する企業へのサポートや、訪日する中国人のコーディネーターを行っ 

ている。著書に「チャイナ・ルール」（双葉新書）がある。 

 

○ジュリア・イニザン 

（在フランス日本国大使館職員） 

2013年から2年間、高松市国際交流員として活動後、自治体国際化協会プログラムコーディネータ

ー等を経て現職。2015年から高松市観光大使。 

 

（裏面へ続く） 



 

  ○宗 昂馬（そう こうま） 

 （少林寺拳法グループ代表） 

   仲多度郡多度津町出身。高校卒業後、イギリス・アメリカに語学留学。2020 年に少林寺拳法第三世

師家に就任。現在、少林寺拳法グループの代表として社会貢献活動や国際交流事業に取り組んでいる。 

 

 ○難波 修二郎（なんば しゅうじろう） 

  （会社役員／ＣＥＯ） 

高松市出身。J リーグクラブやアメリカのスポーツマーケティング会社などスポーツビジネスに長

年携わり、現在は日系プロサッカーチーム「アルビレックス新潟シンガポール」の代表を務める。シ

ンガポール香川県人会会長。 

 

○町田 健司（まちだ けんじ） 

 （日本サイクルスポーツ振興会特別顧問） 

   シンガポール、マレーシア、台湾での駐在を経験。2000年4月から3年間は高松市に在住。2003年か

ら高松市観光大使。日本の伝統芸能と文化への造詣が深く、香川県のPRに努めている。 

 

※ 上記5名以外のKAGAWAアンバサダー（オンライン出席者含む）へは、後日、委嘱式に代え委嘱状を

郵送します。 

 

５. 任期 

令和5年4月1日から令和7年3月31日まで（2年間） 

 

６. KAGAWAアンバサダーについて 

今回委嘱する13名を含め、現在、12カ国1地域30名(別添名簿のとおり)のKAGAWAアンバサダーが、

本県の魅力を世界へ発信するとともに、本県の諸課題に対する情報提供、活動、提言等を行っていただ

いています。 


